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概要　 ll本 人妊婦 に お け る 妊娠末期の Bishop 　score と分娩経過な らび に新生 児所見 に つ き検討を加えた．

調査方法と調査対象に つ い て は 第 1 報に 述 べ たとお りで あ る．

　分娩 を終 ゴした症例 を除 い て 検討する と， 妊娠35週か ら39週 にお け る経産婦 の Bishop 　s 〔
・
ore の 平均イll｛や

中 央値は初産婦に 比 べ 有意の 高値で あ っ た．また，分娩 した症例 と頸管熟化 の 良好な症例 とを合わせ た頻

度は ， 妊娠38週 から40週 の 問に急激に増加 した。妊娠37週における Bishop　score が 2 点以 Fの 症例 は経産

婦 に 比 べ 初産婦で 有意 に 多か・
丿 た．妊娠37週 以 降に は，Bishop 　score 　9 点以 ．ヒと分娩終 ゴの 症例の 和が 初産

婦に 比 べ 経産婦で つ ね に 多 く，妊娠 38〜10週 で はイ億 差 を認めた．妊娠 37〜39週における初産婦 と経産婦

に お い て ， Bishop　score と妊娠持続期間 ， 分娩 1 ¶ 期所要時間，帝．｝1切開術施行，羊水混濁や 新生児 Ap −

gar　score と の 間 に は負相関が 認め ら れ た．

　Bishop　score の 各因 子別 の 推 移を検討する と，初産婦，経産婦 ともに硬度 の 変化か ら始 まる が，次 に 初

産婦 で は児の F降度，経産婦で は
．
r・宮口 の 開 大 に変化が 起こ る こ と，さらに 妊娠38週か ら39週 に かけ て 初
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1810 妊娠末期の Bishop　scOre と分 娩経 過 な らび に 新生 児所見 日産婦 ptsll 巻12 ｝ナ

産婦で は
．
チ宮口 の 開大，腟部の展退，児頭の ド降度が進行し，　

一
方経 産婦 で は 3 閃 r一に加えて 硬度 の 変化

も進む こ とが示 ll憂された．また，妊娠；17週時の Bishop 　s〔
・ore が ：3 点以 ヒの 症 例 を 2 点 以 ドの 症例 と 比 べ る

と，初産婦 と経 産婦と もに妊娠持続期間 と分娩 1 ・H 期所要時問が有怠 に 短か っ た．さらに初産婦に お い

て は帝 E切開の 割合も有意に 減少し て い た．
　分娩が無事に終 ゴした症例 の 妊娠末期 に お ける頸管熟化 に つ い て 知 る た め に，分娩終 ゴ時点か ら溯・

） て

1週間ご とに Bishop　score の 変動を解析する と，初産婦 で は分娩 直lillにな っ て 急 速 に Bish  p　score が ヒ昇
す る こ と，経産婦 で は か な り前 か ら熟化 し て い る 肥 例 の 多 い こ と が 観察 され た．
　本邦の妊婦に つ い て 妊娠，k期におけ る Bishop　s（・ore の 変化 と分娩経過 に つ き系統的に 調査 した成績は

ない ．
ノ

〉回，多数 の 症例 を前方視的 に検討す る こ と に よ り，Bish⊂，p　s（
・
or 〔

・の 推 移 と妊娠
・
分娩 の 転帰 との

関連性につ い て ， 客観的 かつ 平均的な指標が初め て得られた．そ σ）結果，頸管熟化は妊娠38〜4｛｝週頃に急
速に 進む と考え ら れる こ と， お よび妊娠37週にお い て Bishop　score が 3 点以．．ltで あれ ば 2 点以 ドの 症例に

比べ 分娩が ス ム ース に終了す る n亅
’
能性が高い こ とが 示唆さ れ た ，

Abstract　We 　exami 電1ed　the　I・elationship 　betwc　a しthe　Bishop　score 　in　the　1．hird　l．rimes 　ter　and 　labor．　neona −

tal　clinic 三tl　tllldings　in　pregnant 　Japanese 　wolllen ．　The　survey 　meth 〔
．
〕d　and 　subjec ：ts　are 　described　in　the　lst

repol 寸（ACTA 　OBST 　GYNAEC 　JPN，52，
613〜622，2000＞．

　 Patlents　wh ⊂，　had　comp1 （ted　labo【・were 　exdllded ．　The　lnean 　Q ［
’
median 　Bishop 　score 　in　mllltipara 　be−

〔．ween 　35　alld 　39　weeks 　of 　pregmncy 　was 　significanUy 　highe1』thaI1 重hat　in　p凶mipara ．　Regarding　Bishop
scores 　in　pat，ients　who 　de正ivered　as 　13　points ，

　all　pa古ien重s 　we 陀 irh、・estigated ．　In　both　primipara　and 　lnulti−

para，　the　mean 　Bjshop 　score 　was 　markedl ｝
・incI・eased 　at　38　week 　or　later，　In　mult ．ipara

，
　tlle　number 　of 　pa−

tien叱s　 with 　a 　Bishop　score 　 of ；30r　more 　at ：37　weeks 〔〕f　pregllancy，　tlle　liulnber 　of 　patients　with 　a 　Bishop
score 　of 　8　to　g　at　37　weeks 　of　pregnancy　ol

’1ater，　anfl　the　Iulmber 　or 　patients　who 　delivered　were 　higher
than 　those　in　primipara ．　In　primiptwa　and 　multipzura 　betweel1；17　and 　39　weeks 　of 　pl

’
egnancy

，
　tllere　were

nega ［ive　correlations 　betweell　the　Bishて，p　sc ⊂》re とuld 　the　dulration　of 　pregnancy ，　duration　of　phase 　I　且 1a−
bor，　rate 　of 　Cesareall　sectiol1，　alluliotic　nuid　tiirbidity，　orand 　Ap 暮a 【

’
sco 【

’
c　of 　neonates ．

　Changes　in　the　Bjshop　score 　were 　examille 〔i　wilhrespe （
・t　tて〕 various 　factors．　In　both　primipara　and 　multi −

para，　changes 　ill　c〔）nsistellce 　were 　init．ially　noted ．　Subsequelltly
，
　in　primipara，　the　degree　of　fetal　descend−

tll9（station ）chtarig〔）d．　In　multipara ，　dilatation　changed ．Ill　additi 〔〕n，　in　priIILipara，　dilatatiol1，　efmcement ，　alld
station 　progressed　between　38　and 　39　weeks ｛，f　pregnancy ．　In　multil 〕ara 、　in　addition 　tQ　the　above 　3　fhctors

，

ctltlllges　ill　consistPnc ρ bP〔
1ame

　more 　nl とLrked ．　F しIlthernlore
，
　thP　comse 　of 　labor　differed　ill　PI

’iluipa【・a　or

multipara 　with 　a 　Bish〔，p　sco ［
・
e　of　2　at　l37　wpeks   fpregn田 lcy　and 　thos〔

・
with 　a 　Bishop　score 　of 　3．　Therefc〕re ，

1乱bor　may 　l〕e　smoothly 　colllplek 　d　ill　pregnant　wo ・111ell　with 　a 　Bisllop　scOI ・e　of　30r　lllore　at　37　weel （s　o 「

Pregnancy ，

　To 　clarify　cer 〜勹cal 　ripertinsf 　in　the 　thir〔l　tl通mestpr 　in　 women 　who 　deliver（・d　smoothly 、　changes 　ln　the
Bishop　score 　a †1week 　intervals　pri〔，r　to　iabo［’wet ’

e　retrospectively 　mlalyzed ，　ill　plimipara，　Bishop　scores
rapidly 　inclモ｝ased 　il匸mlediatdy 　before　iab⊂Dr ，　In　nn 〔｝st　Inult ．ipara，（：〔

・r面ea 畳ripening 　was 　noticeable 〔br　a 且ong

period　prior　to　labor．

　In　Japan，　no 　previous　study 　has　syStemat ．ically　investigated　the　re］atiunship 　b（｝tween 　charlges 　 in　the
Bishop 　score 　in　the 　t．hird　t．rilnester 　and 　the　course 　of ！abor 　ln　pregllant　wom し n ，　This　nationwjde 　study 　ex −
amilled 　the 　ab ｛）ve 【

’
elati 【）nship 　ill　a　large　Ill1mber 　of　preg1Lallt　women 　ill　a 正，rospecrtive 　maImer 　with 　BishoP

scores ，　The　resLilLs　of　this　study 　sllggest 　the　need 　for　an 　objective 　index　ofcelvical 　I
・ip｛］lling　in　the　tilird〔ri−

Ilies しer 　of 　preglla【Lcy 　ill　Japanese 　women ，
Key 　words ：Bishop　scor 乏

・・Celvical　ripellillg ・Progress　of 　labor ・Apgar　score

　　　　　　　　　 緒 　 　言

　子宮頸部は体部に比 べ 筋組織成分が 少な く，膠
原線維が 多 い の で ， 妊娠初期か ら中期 にか け て は

硬 く保たれ て ， r一宮内容の 脱出が起こ らな い よ う
に働 い て い るが ，末期に 至 る と児頭 の

一
ド降や 妊娠

陣痛 の 増強に 加えて ホ ル モ ン や サ イ トカ イ ン の 作
用 によ り次 第に軟化 して ，

い わゆ る頸管の 熟化が

礫茶き黜雛 豊警繕歎粋繍蔬纓
汎川 され て い る が，本邦の 妊婦に つ い て 妊娠末期
に お ける Bishop　score の 変化 と分娩経過に つ き

系統的に 調査した成績 が ない こ とか ら，全国 の 75
施設 にお い て 多数の 症 例 を対象と して ，前丿∫視 的
な r・法に よ り Bishop　score を用 い た頸 管熟 化 と

分娩 との 関係に つ き共同調企 を実施 した，
　第 1 報で は

， 得 ら れ た 成 績 の 中か ら妊娠
・
分

娩 ・産褥における母 児の 臨床．事象を解析し，現代
の 凵本にお け る IE常 妊娠に 関する臨床統計．hの 諸
数値として初産婦と経産婦別に．報l！ナした．今li噌は
第 2 報と し て こ れ ら の 数 値 が 妊 娠 経 過 に 伴 う

讐飜峩le
の 変化 とどの よう｝こ関連す るか に つ

　　　　　　　　研 究対象と方法
　 1．調査

．
方法と調査対象

　 1凋．企1明ttv【ま，　199．　4t「6 月 111よ り3011（T）惜」に女壬
娠34週 Oll 〜35週 61

．
1と診断され た妊婦が 本研究

に参加 ・登録 され た凵か ら分娩を終 ゴす る まで の

期 間で ある，調査方法と調査対象に つ い て は 第 1

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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報に述べ た とお りで ある
／’b
．検討対象 となる登録

症例 は1，601例で ， 初産婦 が860例 ， 経 産 婦 が741
例で あ っ た．なお ，

こ れ らの 症例に つ い て は ， 妊

娠40週 6 日 まで の 分娩発 来以 前に ， 子宮頸管熟化
や f宮収縮に影響を ’

♪える薬剤の 投 与ある い は処

置を行 っ た症例 ， 妊娠経過中 2 週間以 上 の 間隔を
あけて Bishop　score が 測 定され て い な い 症 例 あ

る い は Bishop　sc ｛｝re が前 回測 定時 よ り3 点以 ．L
減少 した症例 は除か れて い る．また ， 対象を妊娠
34週 0 日〜35週 6 日に初回登録 としたが ， こ の 間
に 得 られ た Bishop　score はす べ て 妊 娠135週時 の

仙 として処理 した．
　 ll．研究 方法
　1．妊娠経過に 伴 う週 ご と の Bishop　score の 推
移

　 1＞妊娠35〜41週にお ける 分娩 を終 ∫した症例
を除い た妊婦の Bish  p　score の 平均値 ， 中央値 と

分布
　分娩を終 ゴした症例 を除 き，妊娠35〜41週 にお

ける BishOp　score の
’
ド均値 と中央値を算出 し， 初

産婦 と経産婦で比較 した．また ， 妊娠 35週か ら分

娩まで の Bishop　score を 〔｝〜13点お よび分娩 の 15
グ ル ープ に 分類 し，そ れ ぞ れ の 週 に お け る 各グ

ル ープ の 割合 （％）を初産婦 と経産婦で比較検 討 し
た．

　2．妊娠35〜39週 にお ける Bishop　score と妊娠
　 分娩

　1）妊娠 35〜39週 にお ける Bishop　score と分娩

経過 ならびに新生児 Apgar　score
　妊 娠35〜39週 に お け る Bishop　score と 妊娠 持
続期間，分娩 1 ・ll期所要時間，自然経腟分娩（吸
引分娩を含む）， 帝 畳三切開術， 羊水混濁ある い は新

縮糶 響蹴
1
騨

Spea「man の lil‘〔伽 1

　2）妊娠35〜39週 にお け る Bishop　score の 各因
子の 週別分布

　妊 娠35週 か ら妊娠39週 の Bishop　score の 各因

r一に つ き， 各週に おけ る 各因子 の 得点の 割合を初
産婦 と経産婦で 比較 した．なお ，分娩症例 は除外
した，

　3．妊娠37週 に お ける Bishop　score と妊娠 ・分
娩

　1＞妊娠37週 にお け る Bish  p　score の 各因 子と

妊娠持続期間

　妊 娠37週 に お け る 初 産婦 と経 産婦 の Bishop
scOre の 各因子 と 妊娠持続期間 との 関連性 に つ

き，重 同帰分析で 検討 した．
　2）妊娠37週 にお け る Bishop　score の 各因子 と

分娩 1 ・
皿期所要時陶

，c糊 聯 鶲姦轡羈縷糴 房灘
性 につ き， 敢回帰分析で検討 した．
　3）妊娠37週 に おけ る Bish  p　score が 2 点以下
と 3 点以 ヒの 群に お け る妊娠 ・分娩の 経過
　妊娠：37週にお け る Bish  p　score を 2 点以 ドと 3
点以 ヒの 2群 に分け，妊娠持続期間，分娩 様式 ，

分娩 1 ・H 期所要時間，羊水混濁，幽生 児体 重な
らび に児の Apgar 　score の 頻度 を， 初産婦 と経産

婦で比 較検討 した ．

　4．分娩時 を起点 と し た妊 娠 時 の Bishop　sc 〔，re

の 動態

　分娩を起点として ， 妊娠35週 に向けて 1 週間前
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お よび 妊娠39週 の Bishop　scere と妊 娠持続 期 間
との 間に負翻関（い ずれ もp ＜ 0．001）が，分娩 1 ・

皿期所 要時間と の 問に負相 関（p ＜0．001，p＜ O．OOI。

職脈 。猛攤惣 懸糶
（

騾 棚
Bishop　score と帝 E切 開術 との 問に t’＃11関（い ず
れ も p＜ 0．05）が認め られた（Table　l），

　2）妊娠35〜39週 にお ける Bishop　score の 各因

子の 週別 分布

　Blsh〔，p　score ．g！各因 f別の 経週的推移を Fig，2
に 小 す．開大 度 （dilatation）に つ い て は ， 妊娠 35
〜39週の 各週 におい て経産婦で は，初産婦に比 べ ，
Bishop　score が 1点以 L の 症 例 が 約 15〜20％ 多
く，

一．一方展退 度 （effacement ）に つ い て は Bishop
score が 1 点以 一ヒの 症例が経産婦で多 い 傾 向がみ

られた．児頭の ド降度（station ）に は両群間で差 を
認め なか っ たが ， r宜膣部の 硬度（consistenc ：y ）は
Bishop　score が 1 点以 、11の 症例 が経産婦 で 多か ・

丿

た．r宮腟 部の 位 置（position）に つ い て は，　Bishop
score が 1 点以 Eの 症例 の 頻度は，妊娠35週 〜37
週 の 問で は経産婦で 多い 傾 向がみ られ たが，38週

以 降に なる と両群間に差を認め なか っ た（Fig．2）．
　3．妊娠37週 に お け る Bishop　score と 妊娠 ・分
娩

　 1）妊 娠37遁1にお ける BishOp　score の 各因了
・と

妊娠持続期間

　 初産婦，経産婦 ともに，妊娠持続期問 と妊娠37
週 にお け る子 宮 IIの 開大 （初産 婦 p〈 0． Ol

， 経産

婦 p＜ 0，0002）お よ び 腟 部 の 展 退 （初 産 婦 p＜

0．0004
， 経産婦 p 〈 0．02）と の 問に 負相関が 認め ら

れた （Tabie　2）。

　 2）妊娠37週 にお け る Bishop　score の 各因チ と

分娩 1 ・R期所要時間

　 初産婦に お い て は 妊娠37週 の 腟部の 展退 と分娩
1 ・n 期所 要時 間 との 問 に負相 関 が 認め られ た

（p＜ 0，0001）．　
』
」∫， 経産婦で は 」

 
宮 iiの 開大 と 1

・
叮期所要時 問と の 問 に負相 関が認め られた（p

〈 O．oes）（Table　i3）．
　3）妊娠37週 にお ける Bishop　score が 2 点以 ド
と 3 点以 ヒの 群にお ける妊娠 ・分娩の 経過

　 初産 婦 ， 経 産婦 と もに，妊 娠37週時 に Bishc〕p
score が 3 点以 亅1の 症例で は ，2 点以 ドの 症例に比
べ 妊娠持続期間が短縮 して い た （初産婦 p〈 O．Ol，
差釜産妬1｝p〈 O．001 ・Table　4 ）．

　初産婦で は ， 妊娠37週時に Bishop　score が 3 点
以 ヒの 症例 で は．2点以 ドの 症 例に 比 べ 自然分娩 ＋

吸引分娩の 割合が増加 し（p 〈 0．01），帝一ti切開術の

割合が減少 して い た （p＜ O．05）（Table　4 ）．しか し，
経産婦の 分娩様式 に つ い て は，2 点以 ドの 群 と 3
点以 ヒの 群の 問で 差 は 認め られ なか っ た （Table
4 ）．

　妊 娠37週 時 の Bishop　score を正 規分布 さ せ る

11的で 対数変換 して検討 した と こ ろ，初産婦，経
産婦 ともに 3 点以 上 の 症例で は 2 点以 ドの 症例に

比べ 分娩 1 ・n期所要時間が短縮 して い た （初産

撫課譜魏
｝

鑢
゜

曽撫黜 丑2‘闘黛 潔
以上 の 群 で は9．45時間で あ り

， 経産婦で は 2 点以

ドの 群で 5．75時間，3 点以 ．L の 群で 4，45時間 であ っ

た（Table　4 ）．初産婦 ， 経産婦 ともに妊娠37週 にお

け る Bishop　scOre が 3 点以 Lの 群 で は 2 点 以
．
ド

の 群 に比 べ 憶水混濁の 症 例数が減 少 して い た（い
ずれ もP ＜ 0．01 ・Tab旦e　4）．

　初産婦，経産婦 とも， 妊娠37週 に おけ る Bishop
g．・core が 2 点以 ドの 群 と 3 点 以 ．ヒの 群 の 問 に は

禦蹴 酬
組 に 億 の ノf三は 認め られ なか ・

　4．分娩時 を起点 とした 妊娠時 の Bishop　score

の 動態

　1）　Bishop　score の 平均佃〔と ill央it葭
　初産婦の Bishop　score の

’
ド均値（M ± SD ）は，分

娩 前 第 1週 ：4．6± 2．5（n ≡718），分娩前第 2 週 ；

3．5 ± 22 （n ＝813）， 分 娩 前 第 3 週 ；2．8± 2，1（n ＝

777），分娩前第 4 週 ；2．3 ± 1．9 （n ＝ 668 ）， 分娩 前第
5 週 ；L9 ：ヒ1，7（Jl＝528），　ラ｝・娩 虐〔r第 6 週 ； 1．5± L6
（ll ； 291）で あ っ た（Table　5 ）．経 産 婦 の Bishop
score の

’
ド均値（M ± SD ）は ， 分娩 前第 1週 ：5．1±

2，5（n ＝633）， 分娩前第 2 週 ；4．1± 2．2（n ＝＝7〔［3）， 分
娩前 第 3 週 ；3．4 ± 2．2 （n 　＝＝　656）， 分娩 前 第 4 週 ：

2．9 ± 2．1（n ＝ 551 ），分 娩 前 第 5週 ；2，4 ± 1．9（ll＝

408）， 分娩 前第 6 週 ：2．1 ± 1．6（n ＝219）で あ っ た

（Table　5 ）．経産婦の Bish⊂）p　score 値は
，

い ずれ も
該当週 数 の 初産 婦 の 値 に 比 べ 高値 で あ っ た （p〈

0．001）．初産婦の Bishop　score の 中央値は，分娩前
第 1週 ：4， 分娩前第 2 週 ：3。分娩前第 3 週 ；3， 分
娩 前第 4 週 ；2，分娩前第 5 週 ；2，分 娩前第 6 週 ；

1， で あ っ た （Table　5 ）．経産婦 の Bishop　score の

中央値は，分娩前第 1 週 ；5，分娩 前第 2 週 ；4
， 分
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娩前第 3 週 ；3，分娩 前第 4 週 ；3，分娩 前第 5 週 ；

2，分娩 前第 6週 ；2．で あ っ た（Table 　5 ）．

　2）分 娩 前 1〜6 週 に お け る Bisl1Qp　score の 週

別分布
　分娩 を起 点 と した分娩 前 の 週 別 Bishop　score
の 分 布 を Table 　6 に示 す．　 Bishop　s〔：ore が 2 点 以
ドの 症 例 の 割合は ， 分娩 1 週 間前に は 初産婦が

21．2％，経産婦が 16．5％ と経産婦で約5％ 少な い が，
分娩 2 週間前か ら 6 週間前に かけて は 初産婦 に 比
べ 経 産 婦 で 約 lo％の 減 少 が み ら れ た．　 Bishop

score が 3〜8点の 症例の 割合は t 分娩 1週間前に

は初産婦で 72．6％ ， 経産婦で 73．4％ とほ ぼ IlliJじであ

るが，分娩 2 週間前か ら 3 週間前 にか け て は経産
婦で 約 10％多 か っ た．Bisllop　score が 9点以 上 の

症例の 割合は，分娩 1 週間前か ら 5 週 間前にか け
て 初産婦に比 べ 経産婦 で は約 2〜3 倍の 増加 が 認
め られた （Table　6 ）．
　　　　　　　　 考　　察
　 妊娠末期に頸管熟化 の 程度を知 る こ とがで きれ
ば，分娩の 開始前に 軟産道熟化不全に 由来す る異

常分娩や過期産に対 して適切な対処が ロ∫能 となる

の で，妊娠 末期 の 頸管熟化を判定す る方法が古 く
か ら 11k一されて きた．頸管熟化の 判定法 と して は

嬲臨糊 臨 捌 b飆淵餐∴誌
が繁川 されて い る の で ， 今回 の 検 討で は Bishop
の pelvic　score を川 い て 頸管熟化 を判定す る こ と

に した．
　Bishop　seore は順位尺度であ り，

’
ド均値 を もっ

て 表す こ とはな じまな い が ，　
・
つ の 11安 には なる

と考え ， まず解析して み た．Bishop　score の 平均値
は ， 分娩 した症例 を除 い て算出する と，初産婦，
経産婦 と もに妊娠39週以降で は直線的な増加がみ

られなくな り，横這 い とな っ て お り，分娩 を終 ∫
しなか っ た症例で は ， Bishop　s〔：ore の 増加が 進ん

で い ない こ とを示唆す る．初産婦の Bishop　score

の 平均値は妊娠38週以 後に増加 を示すが ，あま り
大 き な変 化 で は な く，妊 娠38週 に Bishop　score
が 0〜2点の 症例は4 週に 至っ て もなお低 い ．つ ま
り， 熟 化の 遅れた症例の 影響が 大きい と小林 らが
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Table　3　Relati匚mship 　between　 each 　facl〔車r　ill　Bish〔，p　 sω re 　ill　37　th　week 　 of

　pregna 囗 cy 　and 　durati｛，n し｝rIabし頚r

prlmlpara

Factorrc9

「eSSiv 口

resi 〔1しLaltOlnl

Ana ［ysls　of　variance 〔ANOVA ）

SS　 　 　 　 　 Df

L6．489　　　　　 5

3iS8、　L46　　　　　　 792

3，i．d．636 　　　　　　797

Ms

［s．29S
｛｝．・127

Fvalue　　 pva ］ue

7．724　　　　　＜0．O〔，〔レ1

VARIABLE 　　COEF 　SE 〔，fCOEF 　STANDARD 　COEF 　 SEQUENT 　t

var 〔，cOllstal1 し　　　　2．499　　　　0．038
di］ata 吐iエ，n 　　　　　

− 【）．O／10　　　　〔）．〔，・レ齒

effacelllc・11t　　　　　　　− 0．且46　　　　　　0，〔）36

stとlti〔）n 　　　　　　　　　　　
−

〔）．〔，12　　　　　　〔）．〔D；；6
［
t
‘｝ns ［s宣cncy 　　　　

− o，056　　　　 ．〔D47

P〔レsitiひn 　　　　　　　　〔〕．021　　　　0．049

2．499
−o．〔139
−o．177
−o．014
−0．0520

．018

65．874
−0、9．　08
− 1．021
−
〔｝．iS29

−1．195U

、433

px ・atue

くO．0〔｝Ol

〔〕，3641

く O．〔｝OOI

｛〕．74］！
O．Z325．

o，6649

mu ］tipara

Fact〔，r

「eg 「eSg．　1（）n
r（三si ｛1　L】ntt

〔エtu］

八nEl［｝
，sis り 「varia 匚1し：e （ANOV 八）

ss　 　　 　 　 Df

l5、242 5

299．226　　　　　　693

31，1．467　　　　　　698

Xls

：3．o，180A32
Fvatue 　 　 pvalue

7．06e　　　 ＜ O．OOOI

VARIABLE 　　COEF 　 SE ｛〕fC （〕EF　STANDARI ）COEF 　 SEQUENT 　t　 pvalue

varuconStant 　　　　L791　　　 0．051
diLatali‘m 　　　　

− 0、159　　 0．（ト16

efface ［nent 　　　　
−0．065　　　　｛〕、038

statiOn 　　　　　　　　　
−0．063　　　　｛，．  41

cしmsibtcncy 　　　　
−O．011　　　　〔，、（h51

P 〔〕sitiOll　　　　　　
−O，（，88　　　　e．Oor5

SS ；Sunl〔，f　s［lu三lres

COEF ：cuefficie．nl

1，791
−

〔［」5〔）

−0．082
−o．073
−o．（，IG
−O．074

35．357　　　　くO．ouo且
一3，425 　　　　　0．｛レ｛〕〔，7
− 1．716　　　　　　0． 867
− 1．56｛，　　　　　 0．1192
−0．22：1　　　　　 0．8233
−

】．595　　　　　　0．ll12

（｝，
，Tultip［e　regressk 〕n　analysis．）

Df ；Degree 〔〕ffreed〔レln　　　Ms ：Meun 　 s〔1uz」res

SE ：sta 【ldard 　erm1
・

述 べ て お i尸 ， 著者 らの 解析 も同様 の 成績 で あ っ

た．
一一
方， 中央値は初産婦 ， 経産 婦 と もに妊娠35

〜37週の 間で は直線的に増加 し，しか も経産婦は

初産婦 に比 し 1点高く推移 した．その 上昇は経産
婦で は38週以 降は 35〜37週 に比 べ や や緩徐に進行
したが ，初産 婦で は39週以 降は認め られ なか っ た．
その 理 由と して ，39週以 降に分娩例が増加す る と

症例数が 減少 し， 熟化の 遅れ た症例の み が続 計処
理 され る こ とにな り， 頸管熟化に関す る実際 の 全

体像を表さな くなる こ とが考え られ る，分娩は頸
管熟化の 結果に起 こ る現 象と考えられるた め，頸
管が ある 程度熟 化 し て い る と み な さ れ る Bishop
score 　9点以．fr．の 症例 と分娩症例 をあわせ た頻度
をみ る と ， 妊娠38週 で は 初産婦 ， 経産婦とも約10
％ 前後で あ っ た もの が，以 後急速 に増加 して 妊娠
40週に は約70％ 前後の 数値となる．以．Lの 成績か

ら，分娩歴の 有無を問わず妊娠 38〜40週頃 に頸管
が急速 に熟化する と推定で きる．

　そ こ で，妊娠35〜39週の 各週 に お け る Bishop
scere と妊娠持続期間や 分娩所要時問 との 関連 に

つ き検討 してみ る と， 初産婦 ， 経産婦 ともに妊娠
37週 か ら39週 に お け る Bishop 解 ore が 高値で あ

る症 例で は妊 娠が 早 く終 了し，分娩所要時間が 短
い とい う成績が得 られた．また ， 初産婦で は ， 妊
娠末 期の BishOp　score と経腟 白然分娩 との 間 に

は IE相関が ， 帝｛切開術 との 問に は負相関が 認め

られた こ とか ら．妊娠末期に頸管が熟化 して い る

と分娩が ス ム ース に 進行す る と推察され る が
， 経

産婦 で は こ の ような関係 はみ られ なか っ た，妊娠
38週 にお け る Bishop　score と妊娠経過 の 検討で

は，ス コ ア の低い もの ほ ど妊娠持続期間と分娩所
要時間が 長 く，過期産 の 頻度は 3 点以 ヒに 比 べ 2
点以 ドで は高率で あ る と報告 され て い る

Sト
．新 牛

児所見との 関連で は ， 初産婦 ， 経産婦 ともに妊娠

末期 の Bishop　score と 羊水混濁 と の 間に 負 相関

が 認め られ，また 初産婦 で は 妊娠末期の Bishop
score と 分 娩 時 の Apgar　score の 間 に 1［1相 関 が
あ っ たの で

， 頸管の 熟化が悪 い と分娩 に際 して 児
へ の 負荷が 大 きくなる こ とが推察 され た．しか し，

妊娠38週 の ス コ ア 別の 検討で は ， 新生児仮死 の 頻
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「
Fab］a　4　R｛

・］a／i〔mship 　between　Bishop　score 　ill　tlie　37　week 　of 　pregnmlcy 　and

　 results 　of 　pre9llane ｝
・

（，uk
・
t｝meand 　 neonalal 　llndings

Comparison 　ofless 　thal12Points 　gr臣旧 P　and 　 mor ← than　3　P ‘，ints　g 實
’
oup

Bishop 　score 一2P 曼〕ints IS　1）〔♪in〔S 一

durati⊂〕n 　I，f　pre’gn ≡lncy ｛da｝）

　 　 　 　 　 　 P 工
’
IIIUPa 「i［

　 　 　 　 　 　 111ulLi　，：11
『
a

durati〔，tl｛〕f　peri〔レd　of 　diLatatlon　＆

oxpulsivePcrk 丿d 〔レ【
’
lab〔，「

　 　 　 　 　 　 prinliParalk｝9．）
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　 　 　 　 　 　 multiparaC ［〔，9．）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［11rs］

m エ）de 〔，flab（，r

　 prln］］1］11ra

　 SP 〔］11tanユe 〔⊃us 　vaginal 　deliv〔・ry
　 cesarean 　 secti 〔，tl

　 illu ］ti］，E］ru

　 sP 〔」ntaner ，us 　v乙しginal　delis・ery

　 cesarean 　secti 〔）11

111L°CC）川 UmS 田 11川 19

　 　 　 　 　 　 prltコ t］］［lt
’
11　　

−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十

　 　 　 　 　 　 目1u 】しip［lru 　
−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十

ne 〔♪IIELtとLI　1〕ir｛h　“
−
eight 〔9）

　 　 　 　 　 　 prmHPara

　 　 　 　 　 　 n1LLItipara

Apgar 　sc 〔エre

　 　 　 　 　 　 prilllipara　
、7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8−

　 　 　 　 　 　 n ユu 貝iPこlra 　
−7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8、

28〔，．（1± 6、9（D 冨368）

279．⊂）±6．7〔n ≡2351

2．138± O．65甕〔n；338）
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：Sl｛83

〔1

2278

3U7

〔il307

〔il
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・i9

1／．s．

「1．s，

＊
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F ＊ ＊

　：p＜ 〔）．05　　　N・1±sD

U〔〕9．〕　：na 匸ural 　1｛〕garith【エ1iC　COn 、
．
ersiu 聖1

度はス コ ア とは関連性 はなか っ た と報告されてお
り

H）

．異な っ た成績で あ っ た．

　次に ， 妊娠 35〜39週 にお け る Bisllop　score の 5
つ の 因 r・の 変動を検討してみ た．頸管の 開大 に つ

い て は．妊娠 35週 の 時点 で score が 1点以 Lの 症
例 は初産婦に 比 べ 経産婦で は約20％多 く，両群の

頻度の 差は妊娠39週 まで続 く．つ ま り， 経産婦で

は頸管が 早くか ら開大する傾向に はあるが，両群
ともに妊娠35週か ら39週に かけて 漸増す る こ とが
わ か る．展退 につ い て は，score が 1 点以 トの 症例
は妊娠35〜39週の 間で初産婦に比 べ 経産婦でや や

多い もの の
， あ ま り大きな差はみ られ な い が ，80

％ 以 ヒの 展退 を示す症 例は妊娠 38〜39週 にお い て

経産婦で やや 多くな っ て い る． Il常臨床で は，経
産婦で は展退 と頸管の 開大が初産婦に比べ 著剛に

進行 して い る と指摘する意見 もあ るが ，今回 の 検
討で は開大 の み が進行して い る と考えて よ い よ う
で ある．児頭の ド降で は，妊娠35〜39週にお い て

score が 1 点以 一ヒの 症例 の 頻 度に は 初産婦 と経 産
婦の 間で 差を認めず，臨床的に固定を診断す る条

件 の 一つ で ある station   以 上の 症例， す なわ ち
score が 2 点以 f：の 頻度に つ い て もiEGj群 間に ほ と

ん ど差を認め な い ．つ まり，初産婦 で は妊娠第10
カ月に人る と固定が成 立 し，経産婦 では陣痛発来
後に 児頭が 下降す る と考えられて い るが ， station

に つ い て は 両群に差が ない こ とにな る．頸部 の 硬

度は ， 経産婦で は軟 らかい 症例が多 い とされて い

るが，今回の解析か ら も中等度以 Lの 軟 らか さの

症例が 初産婦に比 べ 経産婦で 多い こ とが確か め ら

れた． r宮腟部の 位置 に つ い ては ， 妊娠35〜37週
の 間では score が 1 点以 ヒの 症 例の 頻度が経産婦
で 多か っ たが，妊 娠38週以 降で は両群間に差は な
か っ た．

　こ の ように ， Bishop　score の 各因 t’別推 移の 検
討か ら，初産婦 ， 経産婦ともに硬度の 変化か ら始
ま り， つ い で 初産婦で は児の ド降度，経産婦で は

∫宮 凵 の 開大に 変化が起 こ る こ と， さらに妊娠38
週か ら39週 にかけて ，初産婦で は子宮 口 の 開大 ，

腟部の 展退 ， 児頭の ド降度が進 行し ，　
・
方経産婦

で は 3 因 f・に加えて硬度 の 変化 も進んで い る と結
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論され る。なお，妊 娠38週 まで 腟部の 位置の 変化
は初産婦 ， 経産婦 ともに 少な い ．Bishop　score の 因

了
一
別の 変動 に つ い て は い くつ か の 報告が あ る．狐

塚は独自の 判定法で 初産婦 ， 経産 婦を ま とめ て 頸

管の 熟化を検討して い るため に，？i者 らの 成績と

は比 較で きな い ．しか し，Shigemitsu　et 　a1 ，は，初

Table　5　Average　and 　median 畳3ish〔〕p　score 　hl　weeks

　prior　tc，　deli＞ ery

prロエ　lしP ［モ「awceks

　priorしO 　　No，　of　
case

　 ｛la［i、rery
medlan 　 m 【，de　　 M ± SD

654321 291527668777813718
一
122334 O　　 　 l、5 ± L6

〔l　　　 l．9 ± 1、7

（1　　　 2．3 ± 1．9
2　　 　 2．8 ± 2．1

5　　　　　3．5± 22

1　　　 4．6± 2．5

muLtiparaweeks

　pri〔，r　t（】

　　N （，，　ef　
case

　 delive’ry
median 　 mDde 　　M 士 SD

ρ
り

尸
D4321

21！

40855

［

65G703633

り』
23345

Lt　　 　 2．1± 1．6 ＊

2　　　　2．・当± 1．9＊

2　　　 2，9 ± 2．1＊

3　　　　　3．4 ± 2．2＊

5　　　　・1．1± 2、2 ＊

5　　　　　5．1± 2．J「　
＊

＊
：P〈 0．0〔）lvs 　prtmi【）ara

産婦で は頸部の 硬度 と児頭 の ド降度が ，　
・
方経産

婦で は r一宮日 の 開大 と児頭の ド降が重要な因 r一で
あ り．また初産婦と経 産婦の 熟化判定 に は異 な っ

た ス コ ア リ ン グ の 方法を川 い る べ きで ある と述 べ

て い る
’〕1
．なお，妊娠37週にお け る 各因 ∫

一
と妊娠持

続期間や 分娩所要時 間と の 関係を重 回帰分析 に よ

り検討 した と こ ろ
， 初産婦，経産婦 と もに頸管の

開大 度や 展退が 進め ば分娩が lt11一く終 了する こ とが

示唆 され，
一・
方初産婦で は展退の

， 経産婦で は 開

大度の score が高 い と き分娩所要時間 の 短 い こ と

が推察 され た．

　と こ ろで，Bish｛〕p　score の ．ヒ昇が妊娠37週 か ら

始 まる こ とか ら，こ の 時点の 熟化度と妊娠経過や

分娩経過 との 関係 を検討してみ た．初産婦で は，
妊 娠37週 に お け る Bishop　score が 2 点以 ドの 礎
に比べ ，3 点以 ヒの 群で は妊娠持続期 間と分娩所

要時間が短 く， 帝 E切開術と羊水混濁の 頻度が低
か っ た．しか し，

Apgar　score の 高得点 の 症例 の 頻

度は 2 点以
．
ドの 群 と差を認め なか っ た．　

・
方，経

産婦で は，3 点以 ltの 群で妊娠持 続期 間 と分娩所

要時間が 短 く， ￥i水混濁 の 頻度が低か っ たが ， 帝

．ll切開術の 頻度や Apgar　score の 高得点の 症例の

頻度は 2 点以 ドの 群 と差を 認め なか っ た．すなわ

ち，初産婦で は Bish〔，p　sc 〔〕re が 2点 と 3 点 の 間 を

境界として 妊娠 ・分娩経過に差が ある よ うに 思わ

れ，
・
方経 産婦で は，初産婦ほ ど明瞭で は ない が ，

同様に Bishop　score が 2 点 と 3 点の 問 で 差 が あ

る ようであ る．つ まり， 妊娠 37週に おける Bishop
scOI

・
e が 3点以 ヒで あれ ば分娩が ス ム ース に終 ゴ

する 叮能性が 高 い と考え られ る．野 llらは ， 妊娠

37週時 の Bishop　score が 3 点以 ヒと 2 点以 ドの

比較で ，初 産婦で は 3 点以 Eの 症例の 分娩時間は

2 点以 ドに比べ 短 く，
．一
方経 灌婦で は 3 点以 L の
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　　　　　　　　　 ま とめ

　 前方視的な乎法に よ り， 妊娠経過 に伴う週 ご と

の Bishop　score の 推移 と妊 娠 ・分娩 の 臨床 成績
との 関連 につ き解析 した．

　1）妊 娠35週 か ら41週 の 問， 経 産 婦 の Bishop
scOI

・
e は 初産婦 よ りもお よそ 1 点高 い 値で 推移 し

た．
　 2）初産婦，経産婦 と もに，妊娠38〜40週 の 問に

頸管熟化は急速に進行 した．

　；3）妊娠 37〜39週の BishOp　score が 高値の 症 例
は，初産 婦，経産婦 ともに妊 娠持 続期 間や 分娩
1 ・H 期所要時 間が短 く， 牲水混濁 の 頻度が少 な
か っ た． また ， 初産婦で は ， 経腟分娩例が 多く．
帝 E切開術 や新 生児の 低 Apgar　score の 頻度が少
なか ・

丿 た。
　4）妊娠35〜39週 にお い て は，経産婦で は 初産婦
よ りも Bishop　s（℃ re 因 t’の t［Tで 開大度と 硬度の

score が 高 く推移 した．

　5）妊 娠 百週 に お い て Bishop　score 　3 点以 Lの

症例 は 2点以 ドの 症例に比 べ ，初産婦，経産婦 と
もに 妊娠持続期間や 分娩所要時間が 短 く，羊水混

濁の 頻度が低か っ た． また，初産婦にお い て は帝
L切開術の 頻度が 低か っ た。
　6）初産婦，経産婦と もに，Bishop　score が分娩
前 6 週 間か ら 4 週問 まで 漸増 したの に対 し， 分娩
3週 間前か ら 1週間前 まで にか けて は急激に増加
した．
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